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東日本旅客鉄道株式会社  
 

 
陸羽東線 鳴子温泉～新庄駅間 復旧工事の進捗について 

 
2024 年 7 月 25 日（木）の大雨に伴い、運転を見合わせている陸羽東線 鳴子温泉～新庄駅間

の復旧工事について、進捗状況をお知らせします。主な被災箇所（19 箇所）の復旧状況は、   

以下のとおりです。現時点では、2028年度中の復旧完了を想定しています。 

なお、運転再開日時については、工事の進捗状況を踏まえて別途お知らせします。 
 
※主な被災箇所（19箇所）と復旧状況については別紙参照 

 

１． 先行して復旧工事に着手した箇所（7箇所） 

河川の増水や土砂の流失が発生した場合に、第三者への影響が大きくなる可能性がある   

7箇所について、2025 年 9月より復旧工事に着手し、12月 12日（金）に工事が完了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 順次復旧工事に着手している箇所（10箇所） 

残りの被災箇所のうち 10箇所については、2026年 4月より順次復旧工事に着手しています。

現在 7箇所に着手しており、概ね年度内に完了する計画です。 
 

３． 発生源対策工事完了後に着手する箇所（2箇所） 

瀬見温泉～東長沢駅間の土砂流入被害を受けた 2 箇所については、森林管理者（林野庁）

による発生源対策工事の完了後、2027年春から JR線内の復旧工事に着手します。 

現時点では、2028年度中の復旧完了を想定しています。 

 

東長沢～長沢駅間の復旧状況 
（盛土が崩壊し、道路に土砂が流入した箇所） 

着工前 復旧完了 

被災直後 復旧完了（2025年 12月撮影） 



【2024年 7月の大雨による主な被災箇所と復旧状況（陸羽東線 鳴子温泉～新庄駅間）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 

復旧完了（2025年 12月撮影） 

瀬見温泉～東長沢駅間（土砂流入箇所） 

鵜杉～瀬見温泉駅間 （河川脇の盛土が流出した箇所） 東長沢～長沢駅間 （盛土が流出し、道路に土砂が流入した箇所） 

先行して復旧工事に着手した箇所 

順次復旧工事に着手している箇所 

最上～大堀駅間（盛土流出箇所) 

復旧完了（2025年 12月撮影） 

長沢～南新庄駅間（土砂流入箇所) 

被災直後 被災直後 

発生源対策工事完了後に着手する箇所 

：先行して復旧工事に着手した箇所 7箇所 

：順次復旧工事に着手している箇所 10箇所 

：発生源対策工事完了後に着手する箇所 2箇所 

沢筋上部において 

発生源対策工事 


